
2008-06 受託研究：蓄熱空調システムマニュアル（h16～20）

受託研究
（平成１６～ １７年度）
受託研究受託研究
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蓄熱式空調
システムの
コミッショニング

マニュアル
を作成

■委託機関： (財) ヒートポンプ･蓄熱センター

蓄熱式空調システムの当初性能検証過程実践マニュアル
（プロセス本編・実施例編・文書化編）の作成

蓄熱式空調システムの当初性能検証過程実践マニュアル
（プロセス本編・実施例編・文書化編）の作成

ヒートポンプ・蓄熱センター作成「蓄熱式空調システムの性能評価及び性
能検証」に空気調和･衛生工学会の性能検証指針、Annex40で開発した
MQCツールと先駆的な実施例、指針を補完する文書化例を加え、実践的
なマニュアルを作成。

▼マニュアルの概要

▼背景

性能規定
の不備

設計内容
の不適切施工･試運

転調整の
不備

制御ｼｽﾃ
ﾑの不備・
誤動作

運転保守
管理の不
適切

＜プロセス本編目次＞

1．蓄熱式空調システムと性能検証

2．性能検証作業の概要

3．新築建物の蓄熱システムの

性能検証過程

4. 付録

＜実施例編目次＞

1.晴海アイランドの熱供給施設における
性能検証

2．㈱山武環境技術センターにおける
性能検証

3．中部電力岐阜ビルにおける
蓄熱システムの性能検証

4．東電某ビルにおける熱源システムの
性能検証

＜文書化編目次＞

1.性能検証過程と文書化

2.プロジェクトの運営と文書化

3.企画フェーズ

4.設計フェーズ

5.施工フェーズ

6.運転フェーズ

＜プロセス本編目次＞

1．蓄熱式空調システムと性能検証

2．性能検証作業の概要

3．新築建物の蓄熱システムの

性能検証過程

4. 付録

＜実施例編目次＞

1.晴海アイランドの熱供給施設における
性能検証

2．㈱山武環境技術センターにおける
性能検証

3．中部電力岐阜ビルにおける
蓄熱システムの性能検証

4．東電某ビルにおける熱源システムの
性能検証

＜文書化編目次＞

1.性能検証過程と文書化

2.プロジェクトの運営と文書化

3.企画フェーズ

4.設計フェーズ

5.施工フェーズ

6.運転フェーズ

蓄熱システムが
うまく動かない！

蓄熱システムにおける性能検証の
必要性と 適用検証ツール・資料の利
用方法解説
性能検証業務の概要と組織体制、プ
ロセスの管理とMQCの役割、利用法
の実際
企画から運転管理に至る各フェーズ、
段階ごとの性能検証業務の実際

重要な用語・概念、ツール等の詳細解
説

蓄熱システムにおける性能検証の
必要性と 適用検証ツール・資料の利
用方法解説
性能検証業務の概要と組織体制、プ
ロセスの管理とMQCの役割、利用法
の実際
企画から運転管理に至る各フェーズ、
段階ごとの性能検証業務の実際

重要な用語・概念、ツール等の詳細解
説

性能検証過程を適用した先駆的、
代表的な四つの事例の業務内容紹介

性能検証過程を適用した先駆的、
代表的な四つの事例の業務内容紹介

性能検証過程と文書化の意義
プロジェクトの運営管理で使用する
文書のテンプレート
企画フェズ、設計フェーズ、施工
フェーズ、運転管理フェーズの各段
階で使用される文書の構成、作成
要領、作成例
参考文書

性能検証過程と文書化の意義
プロジェクトの運営管理で使用する
文書のテンプレート
企画フェズ、設計フェーズ、施工
フェーズ、運転管理フェーズの各段
階で使用される文書の構成、作成
要領、作成例
参考文書

性能検証
過程の導
入により
解決でき
る！

蓄熱式空調ｼ
ｽﾃﾑでは・・・

蓄熱式空調システムの復性能検証過程実践マニュアルの
作成と蓄熱式空調システムの機能性能試験手順の確立
蓄熱式空調システムの復性能検証過程実践マニュアルの
作成と蓄熱式空調システムの機能性能試験手順の確立

■委託機関： (財) ヒートポンプ･蓄熱センター

受託研究
（平成１７～１８年度）
受託研究受託研究
（平成（平成１７１７～～１８１８年度）年度）
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▼背景
復性能検証（レトロコ
ミッショニング）プロ
セス導入による
設備の改善が必要
性能確認試験が

必要

京都議定書の達成期
限を迎え、ビルのエ
ネルギー削減が急務
・・

既存の蓄熱式空調
システムでは・・・

最適なｼｽﾃ
ﾑ・運用がな
されていな
い

経年変化へ
の対応がで
きていない

問題が顕在化しないまま

多量のエネルギーを消費！

既存の建物の
省エネルギー
を如何に達成
するか！

蓄熱式空調システム
の復性能検証(レトロ
コミッショニング)マ
ニュアルを作成

蓄熱式空調システム
の機能性能試験手順

をまとめた
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▼マニュアルと試験手順の概要
ヒートポンプ・蓄熱センター作成の「蓄熱システムの保全診断マニュアル」に空気調和･衛
生工学会の性能検証指針と米国で利用されているガイドブックや国内での経験を元に、レト
ロコミショニングのマニュアルを作成した。また空気調和･衛生工学会の性能検証指針の定
義を具体化した機能性能試験手順をまとめた。

蓄熱式空調システムの
復性能検証過程マニュアル

＜目次＞

1．蓄熱式空調システムと復性能検証

2.蓄熱式空調システムの復性能検証

プロセス

3.蓄熱式空調システムの性能検証業務

の実際

4. 蓄熱式空調システム機能性能試験

手順(資料)

＜目次＞

1.水蓄熱空調システムの機能性能試験

・建築設備の性能発現とその実現プロ

セス

・試運転調整と機能性能試験

・蓄熱式空調システムの試運転調整と
機能性能試験

・機能性能試験の手順書及び試験の
実例

2．氷蓄熱システムの性能試験手続き

例

蓄熱式空調システムの
復性能検証過程マニュアル

＜目次＞

1．蓄熱式空調システムと復性能検証

2.蓄熱式空調システムの復性能検証

プロセス

3.蓄熱式空調システムの性能検証業務

の実際

4. 蓄熱式空調システム機能性能試験

手順(資料)

＜目次＞

1.水蓄熱空調システムの機能性能試験

・建築設備の性能発現とその実現プロ

セス

・試運転調整と機能性能試験

・蓄熱式空調システムの試運転調整と
機能性能試験

・機能性能試験の手順書及び試験の
実例

2．氷蓄熱システムの性能試験手続き

例

復性能検証プロセスの定義。
プロセスの基本構成、用語の定義
ESCO、省エネ診断等との関連
性能検証プロセスのフェーズ区分と
作業内容と関連者の業務分担・区分
蓄熱システムの復性能検証業務の
詳細
文書類のテンプレートと作成例
復性能検証計画書例。
熱源運用調査診断例。
蓄熱システムの性能調査診断例
改修のための負荷検証の例

復性能検証プロセスの定義。
プロセスの基本構成、用語の定義
ESCO、省エネ診断等との関連
性能検証プロセスのフェーズ区分と
作業内容と関連者の業務分担・区分
蓄熱システムの復性能検証業務の
詳細
文書類のテンプレートと作成例
復性能検証計画書例。
熱源運用調査診断例。
蓄熱システムの性能調査診断例
改修のための負荷検証の例

試運転調整と機能性能試験の位置
づけと役割。

試運転調整と機能性能試験の枠組
みと試験手順

蓄熱式空調システムと機能性能試験
の実際
蓄熱式空調システム機能性能試験
の計画書例と実施例
氷蓄熱システムの性能試験の手続例

試運転調整と機能性能試験の位置
づけと役割。

試運転調整と機能性能試験の枠組
みと試験手順

蓄熱式空調システムと機能性能試験
の実際
蓄熱式空調システム機能性能試験
の計画書例と実施例
氷蓄熱システムの性能試験の手続例

受託研究
（平成１８～１９年度）
受託研究受託研究
（平成（平成１８１８～１９年度）～１９年度）

蓄熱式空調システムの継続性能検証過程実践マニュアルの
作成と蓄熱式空調システムの機能性能試験手順の確立
蓄熱式空調システムの継続性能検証過程実践マニュアルの
作成と蓄熱式空調システムの機能性能試験手順の確立

■委託機関： (財) ヒートポンプ･蓄熱センター
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▼背景
継続性能検証（オン・
ゴーイングコミッショ
ニング）プロセス導入

による
設備の継続的改善が

必要
性能確認試験が

必要

省エネルギー法でも
継続的改善を要求・・

既存の蓄熱式空調
システムでは・・・

最適なｼｽﾃ
ﾑ・運用がな
されていな
い

経年変化へ
の対応がで
きていない

問題が顕在化しないまま

多量のエネルギーを消費！

継続的に建物の
省エネルギー
を如何に達成
するか！

蓄熱式空調システムの
継続性能検証(継続コ
ミッショニング)マニュア
ルを作成

蓄熱式空調システムの
継続性能検証の枠組
みとプロセスを確立
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▼マニュアルの概要
ヒートポンプ・蓄熱センター作成の「蓄熱システムの保全診断マニュアル」の異常診断・性能評
価編や運用保全編などの技術的成果と当初性能検証マニアル及び復性能検証マニュアル作成
の成果に基づき、空気調和･衛生工学会便覧の第10編維持管理や米国で利用されているガイド
ブックや国内での経験を元に空気調和･衛生工学会の性能検証指針の定義を具体化した継続性
能検証のマニュアルを作成した。

蓄熱式空調システムの
継続性能検証過程実践マニュアル

＜目次＞

1．空調システムと継続性能検証

2．建物の維持管理と継続性能検証

3．定常性能検証業務

・定常性能検証の概要

・業務概要

・各フェーズの作業内容

4．再性能検証業務

・再性能検証の概要

・業務概要

・各フェーズの作業内容

5．蓄熱システムの評価と管理指標

6．蓄熱システムの異常・故障診断と

対策

7．蓄熱槽の性能測定と解析法

参考文献

付録「蓄熱槽と蓄熱システムに関する

用語集」

蓄熱式空調システムの
継続性能検証過程実践マニュアル

＜目次＞

1．空調システムと継続性能検証

2．建物の維持管理と継続性能検証

3．定常性能検証業務

・定常性能検証の概要

・業務概要

・各フェーズの作業内容

4．再性能検証業務

・再性能検証の概要

・業務概要

・各フェーズの作業内容

5．蓄熱システムの評価と管理指標

6．蓄熱システムの異常・故障診断と

対策

7．蓄熱槽の性能測定と解析法

参考文献

付録「蓄熱槽と蓄熱システムに関する

用語集」

設備の運転管理と継続性能検証。
性能検証過程の種類と継続性能検証
継続性能検証の目的と区分・定義。
定常性能検証、 再性能検証、
継続性能検証、生涯性能検証
建物の維持管理体制と業務
性能検証組織の役割と業務内容
定常性能検証の目的と定義
プロセス構成と概要
各フェーズでの作業内容と成果物
再性能検証の目的と定義
プロセス構成と概要
各フェーズでの作業内容と成果物

設備の運転管理と継続性能検証。
性能検証過程の種類と継続性能検証
継続性能検証の目的と区分・定義。
定常性能検証、 再性能検証、
継続性能検証、生涯性能検証
建物の維持管理体制と業務
性能検証組織の役割と業務内容
定常性能検証の目的と定義
プロセス構成と概要
各フェーズでの作業内容と成果物
再性能検証の目的と定義
プロセス構成と概要
各フェーズでの作業内容と成果物

設備の運用管理と性能検証
蓄熱システムの運用保全と性能検証
熱源システムの性能監視と性能評価
異常・故障の診断と改善プロセス
一次診断又は二次診断による原因
の特定と改善、チェックリストの活用
主な改善項目
蓄熱槽実測の基本事項
連結型蓄熱槽の実測と解析
温度成層式蓄熱槽の実測と解析

設備の運用管理と性能検証
蓄熱システムの運用保全と性能検証
熱源システムの性能監視と性能評価
異常・故障の診断と改善プロセス
一次診断又は二次診断による原因
の特定と改善、チェックリストの活用
主な改善項目
蓄熱槽実測の基本事項
連結型蓄熱槽の実測と解析
温度成層式蓄熱槽の実測と解析



本年度の予定 供給先増加による増設した新システムにおける最適運転本年度の予定 供給先増加による増設した新システムにおける最適運転

設備概要設備概要

研究概要研究概要

コミッショニングの効果 （３年目の成果）コミッショニングの効果 （３年目の成果）

▼ 実システムを用いた最適化の実験と分析
供給先増加のよる増設した機器のモデル化を行い，新システムのシミュレーションモデルを開発した

目的 システム効率の向上を目指し運転の最適化を図る

① シミュレーションモデルの作成

・MATLAB/SIMLINKによりビジュアルなシミュレーションツールを開発し、実システム運転の再現性を検討

② 運転機器決定ツールの作成

・優先順位表や負荷から運転する熱源機器を自動判断するツールを開発し（StateFlowを利用），増設機器を含め
た任意の熱源システムの運転方法を容易に構築

③ シミュレーションモデルを用いた最適運転

・実験に基づく機器モデルの精度改善と最適運転法の提案

MATLAB/SIMLINKによるビジュアルなシミュレーションツールStateFlowによる運転機器決定ツール

●増設機器のモデル化（例R5）

700USRT×1

700USRT×1

37USRT×2

75USRT×2

冷温水槽　1,500m3

温水槽　　250m
3

冷水槽　　500m3

150m
3

36台
6台
8台

450USRT×2

4台
12台
2台

ヒーティングタワー付き
冷暖切替型ターボヒートポンプ

熱回収製氷型
空気熱源ヒートポンプ

水蓄熱槽

氷蓄熱槽

変流量ポンプ
定流量ポンプ

熱交換器

増設

【設備概要】

既設

ヒーティングタワー付き
冷暖切替型スクリュヒートポン

プ
定流量ポンプ
INVポンプ

熱交換器

ヒーティングタワー付き
熱回収型ターボヒートポンプ

製氷型スクリュー冷凍機

2008-07 受託研究：関西電力（h16～20）

（平成１８～２０年度委託研究事業）■委託機関：㈱関西電力 ■研究担当：京都大学・吉田研究室

受託研究（平成１６～ ２０年度）受託研究（平成１６受託研究（平成１６～～ ２０年度）２０年度）

関西電力中之島６丁目地域冷暖房システムにおけるコミッショニングの受託研究関西電力中之島６丁目地域冷暖房システムにおけるコミッショニングの受託研究

●2006年度の検討に基づく運転結果

・増設システムにおける改善
・供給規定の変更
・出口温度5℃の冷凍機R5，R6の2台増設
・できるだけCOPの低い氷蓄熱システムを
使用しない

・結果
・2006年度の運転と比べ，システムCOP

20%~70%向上した
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・部分負荷特性の高い冷凍機の増設
・既往の研究成果によるモデル式(R11,R12)では
精度良くモデル化できない為，新たに開発
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モデル値
特性曲線読み取り値

新開発モデルの精度
rCOPのRMSE ; 0.084[-]
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モデル値
特性曲線読み取り値

既存モデルの精度 新開発モデルの精度
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2007年7月5日から88日間(計算間隔10分)
全機器合計消費電力 平均誤差 3.6%

%RMSE 8.8%

最適運転法の検討を行うのに十分な精度である

●新システム全体モデルのシミュレーション精度



中部電力 熱田(営)空調設備改良における復性能検証監修務中部電力 熱田(営)空調設備改良における復性能検証監修務
■委託機関： 中部電力株式会社

▼背景

数十年を経過した既存建
物の空気調和エネルギー
利用設備では・・・

設備の老朽化
システム陳腐化

室内環境悪化
エネルギー消費
の増大

保守管理費とエネルギーコストに見
合う室内環境が確保されていない

2008-08 受託研究：中電熱田（営）復性能検証（h17～19）

受託研究（平成１7年度から19年度）受託研究（平成１受託研究（平成１77年度から年度から1919年度）年度）

▼主な調査事項と改善点

  

復性能検証過程（レトロコミッショニング）の適用による既存設備の改善
▼プロジェクト概要

建物概要

事務所

延床面積:9.447m2

地上9階､地下2階､
SRC造

設備概要

熱源機：空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟﾁﾗｰ×2台､
水冷ﾁﾗｰ(排熱回収型)
冷温水槽600m3､冷水槽200m3

ダクト・ファンコイル併用方式（方
位別に空気調和機でゾーニング）

建築・設備改造経緯

昭和46年(1971年完工)､
昭和63年(1988年)
第１回目設備改修

・熱源変更

・空調方式変更

主な調査事項 主な調査結果 主な改善策

室内環境測定 夏期の室内条件の悪化
夏期の室内環境改
善

冷凍機の性能
測定

冷房能力は約20%低下
消費電力は約25%増加

冷凍機の更新と高
効率化

空調機・FCU
の性能測定

空調機約30%の能力低下
FCU約20～20%能力低下

空調機の更新

蓄熱槽の温度
分布実測

温度フロフィルの乱れ
平行流のための水流バラ
ンス不良
連通口のサイズ・配置不
良

蓄熱槽の直列流化
不要連通口の閉鎖・
槽内流速の適正化

空調システム
上の問題点の
摘出

空調機械室負圧
外気取り入れ不良
VAVの動作不良

空調システムの改
善
全熱交換器の更新
VAVの更新

建物の消費ｴﾈﾙ
ｷﾞｰ実態把握

エネルギー消費量の増大
エネルギー消費量
の削減

BEMS機能 遠方操作・監視機能不足
遠方操作・監視機能
の充実

▼改修工事における主なＣｘ活動
フェーズ 主な作業

計画フェーズ 企画書の作成

設計要件書の作成

熱負荷ベースラインの策定

基本計画書の作成

性能検証計画書の作成

設計フェーズ 熱源システムの検討と決定

冷水槽・温水槽の利用法の検討と決定

空調システムの検討と決定

設計図書の確認

施工フェーズ 施工スケジュールと施工法の確認

機器の性能確認

BEMS機能の確認

試運転調整計画作成と実施確認

運転フェーズ 機能性能試験計画の作成と実施

改修結果の確認

エネルギー使用量の削減
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注 改修前 夏2006年9月6日､冬2006年1月12日
改修後 夏2007年9月5日､冬2008年1月25日

工事発注フェーズ

プロジェクトの設定

計画フェーズ

調査フェーズ

最終調整

まとめと報告

企画フェーズ

設計フェーズ

施工フェーズ

運転フェーズ

実施フェーズ

▼復性能検証プロセスと大規模改修

室内環境の改善

☆　中部電力熱田営業所の復（復帰）性能検証過程(Retro-Comissioning-Prpsess)
　　　注)　復性能検証：過去にいかなる性能検証も行われていない既存ビルの改修のような場合に実施される最初の性能検証過程

Ｓｔａｇｅ
工事発注フェーズ

Step
企画段階

(Program Step)
計画段階

(Plannning Step)

基本設計段階
(Preliminary Design

Step)

実施設計段階
(Working Design

Step)

工事発注段階
(Elaboration Step)

施工段階
(Construction
Step)

受渡し段階　(Acceptance
Step)

受渡し後段階
(Post-Acceptannce Step)

定常運転段階
(Post Post-Acceptance Step)

Ｃｘ主要手続

年 2005 2006 2006 2007

工程

熱田ビルでの流れ

ＰＭ　業務
（中電　建築設備

Ｇ）
基本設計承認 実施設計承認 決裁手続

発注者　業務
（中電　名支　建

築

企画書作成 基本計画書作成
設計発注

基本設計承認
実施設計承認 工事発注 工事管理 工事管理

竣工後性能検証発注
試運転調整(追加)結果報告

性能報告書

発注者代行　業務
（中電　建築設備

企画書作成支援
基本計画書作成
支援

竣工後性能検証発注支援

受注者 設計事務所 設計事務所 施工会社 施工会社 未定（Ｃｘ・計測・調整）

受注者　業務
基本設計図書

作成
実施設計図書

作成
施工 施工

竣工後性能検証
（計測実施・計測レポート作
成・調整実施）

Ｃｘの主な作業

企画書作成
性能検証計画書
(PP)作成

設計要件書作成
性能検証計画書
(DP)作成

本設計図書査閲
性能検証仕様書
作成

実施設計図書査閲
性能検証計画書
(CP)作成

工事区分検証
取り合い部分検証
契約条件検証

性能検証計画
書(CP)作成
施工図書査閲

試運転調整内容チェッ
ク・機能性能試験の計画
実施・竣工書類査閲

試運転調整(追加)内容チェッ
ク・機能性能試験(追加)の計
画実施・性能検証結果報告
書作成

未定：建物維持管理計画書
未定：年間エネルギー性能
評価
未定：機器性能劣化評価

Ｃｘ　業務
（ＡＣＡ：中電
建築設備Ｇ）

企画書作成
性能検証計画書
(PP)作成

設計要件書作成
性能検証計画書
(DP)作成

本設計図書査閲
性能検証仕様書
作成

実施設計図書査閲
性能検証計画書
(CP)作成

工事区分検証
取り合い部分検証
契約条件検証

性能検証計画
書(CP)作成
施工図書査閲

試運転調整内容チェッ
ク・機能性能試験の計画
実施・竣工書類査閲

試運転調整(追加)内容チェッ
ク・機能性能試験(追加)の計
画実施・性能検証結果報告
書作成

Ｃｘ支援　業務
（ＣＣ：ＢＳＣＡ）

企画書作成支援
性能検証計画書
(PP)作成支援

設計要件書作成
支援
性能検証計画書
(DP)作成支援

基本設計図書査
閲支援
性能検証仕様書
作成支援

実施設計図書査閲
支援
性能検証計画書
(CP)作成支援

工事区分検証支
援・取り合い部分
検証支援・契約条
件検証支援

性能検証計画
書(CP)作成支
援・施工図書査
閲支援

試運転調整内容チェック
支援・機能性能試験の
計画実施支援・竣工書
類査閲支援

試運転調整(追加)内容チェッ
ク支援・機能性能試験(追加)
の計画実施支援・性能検証
結果報告書作成支援

Phase
運転フェーズ

(Operation Phase)    
(Occupancy and Operations Phase)

設計フェーズ  
(Design Phase)

施工フェーズ
 　　　　　　(Construction Phase)(Elaboration

Phase)

生産段階　(Production Stage) 運転保守管理段階(Operation & Maintenance Stage)

企画フェーズ 
  (Program Phase) 
 (Pre-Design Phase)

C
A
請
願
・
提
案
要
求
書

設
計
家
請
願
・
提
案
要
求

書
・
設
計
提
案

企
画
･
設
計
要
件
書

性
能
検
証
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画
書

基
本
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画
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閲

基
本
設
計
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計
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ロ
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機
器
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･
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機
能
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シ
ス
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ム
マ
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ア
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編
集

教
育
･
訓
練

季
節
検
査

後
追
い
Ｔ
Ａ
Ｂ
査
閲

不
具
合
検
知
･
診
断

施工
竣工

受け渡し
竣工後性能

検証発注
再性能検証長期計画 当初 設計

施工 診断

工事期間

実施
基本計画

設計期間

基本

▼結果の確認と主な成果



新しい省エネビル生
産･管理モデル提案、
具体的モデル事業
案件の抽出

（平成１８年度ＮＥＤＯ委託事業）■委託機関：(社)公共建築協会 ■協力機関：日建設計・清華大学

中国北京市における民生分野省エネモデル事業
実施可能性に関する基礎調査

中国北京市における民生分野省エネモデル事業
実施可能性に関する基礎調査

建築物の省エネ性能向上・性能発揮に関する調査建築物の省エネ性能向上・性能発揮に関する調査

▼調査の概要

▼背景

日本の省エ
ネ技術と性能管
理の活用

１．提案する省エネモデル事業について

２．北京市における省エネ事業環境に関
する調査

３．北京市の民生施設における省エネモ
デル事業の実施計画案の策定

４．日中事業者の民生施設の省エネモデ
ル事業参画を促進するための方策の
検討

５．提案する省エネモデル事業の課題

付属資料
・コミッショニング関連資料
・現地調査シート
・Ｂビル省エネ効果量試算根拠

・日中ワークショップ議事録

１．提案する省エネモデル事業について

２．北京市における省エネ事業環境に関
する調査

３．北京市の民生施設における省エネモ
デル事業の実施計画案の策定

４．日中事業者の民生施設の省エネモデ
ル事業参画を促進するための方策の
検討

５．提案する省エネモデル事業の課題

付属資料
・コミッショニング関連資料
・現地調査シート
・Ｂビル省エネ効果量試算根拠

・日中ワークショップ議事録

(平成１８年度新エネルギー等導入基礎調査)■委託機関：日建設計総合研究所

コミッショニング過程に基づく建築生産の動向と効果・
実績について、LCEM等のエネルギーコミッショニング
ツール、日中におけるESCOの動向と実績を総覧し、
本モデル事業のありかたに関して展望

コミッショニング過程に基づく建築生産の動向と効果・
実績について、LCEM等のエネルギーコミッショニング
ツール、日中におけるESCOの動向と実績を総覧し、
本モデル事業のありかたに関して展望

研究の基礎データとなる、北京市のエネルギー・建築事
情・ビルエネルギー消費・省エネルギー事情の現状につ
いて、清華大学建築学院建築環境設備研究室の豊富な
蓄積資料からとりまとめ

研究の基礎データとなる、北京市のエネルギー・建築事
情・ビルエネルギー消費・省エネルギー事情の現状につ
いて、清華大学建築学院建築環境設備研究室の豊富な
蓄積資料からとりまとめ

清華大学ならびに調査機関が保有する調査データのな
かから、モデル事業の可能性があるA～Dの４ビルにつ
いて情報収集・比較を行い、モデル事業として適切な物
件を抽出して事業計画書を策定

清華大学ならびに調査機関が保有する調査データのな
かから、モデル事業の可能性があるA～Dの４ビルにつ
いて情報収集・比較を行い、モデル事業として適切な物
件を抽出して事業計画書を策定

事業可能性の調査として、北京市・日本側の行政および
事業者の立場からの受容性について、東京・北京で２回
ワークショップを行い、ヒアリング調査を含めて検討

事業可能性の調査として、北京市・日本側の行政および
事業者の立場からの受容性について、東京・北京で２回
ワークショップを行い、ヒアリング調査を含めて検討

モデル事業実施のタイミングが適切か否か、コミッショニ
ングというフィービジネスの適用可能性について考察を
行い、日中協働の戦略的プラットフォーム確立の必要性
を確認

モデル事業実施のタイミングが適切か否か、コミッショニ
ングというフィービジネスの適用可能性について考察を
行い、日中協働の戦略的プラットフォーム確立の必要性
を確認

中国問題は地球の
省エネルギーと
温暖化防止の鍵

急速な経済成
長とエネル
ギー消費

北京市に省エネ
モデル事業を！

コミッショニング
の活用が省エ
ネ実現の鍵！

中国では毎年１０００棟以上の大型公共建築を建設して
いる。創造的な技術，優秀な設計，精細な管理によって，
これら建築の運用エネルギー消費量を大幅に削減でき，
そしてエネルギーの節約とCO2排出量の減少に繋がる。
日本の友人の皆様のご協力をいただき，ともに中国の建
築省エネルギー事業を推進していきたい。･･････

江億(清華大学教授、２００６年日中技術交流会議にて)
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業務ビルの省エネが進まない原因 ： 省エネへの無関心

・企画･計画段階におけるオーナーの省エネに対する無関心
・設計者･施工者・管理者の連携のなさ、不連続性
・運用段階におけるオーナーとテナントの責任区分が不明確
・ビルの省エネ性能が不動産市場で評価されていない

① 省エネに関する情報公開
・建築物の省エネ性能を公開
することで、社会的監視・
批評を受ける
・ビルオーナー、テナントの自
発的な省エネ活動へと
つながる
② 規制・誘導

省エネへの関心を高め、省エ

ネ活動へと向かわせる方策

コミッショニングによって、企画か
ら運用の各段階で初期のエネル
ギー性能を確実に実現でき、
発注者の満足感・建設関係者の
充足感・社会環境やエネルギー
施策への貢献などが期待できる

ビルオーナーの省エネ活動をサ

ポートする方策：コミッショニング

① 連帯責任の明確化
・エネルギー管理指定工場へ、
ビルオーナーとテナントが
共同提出
・計量計画により、それぞれ
の責任範囲を明確化

② 業務ビルのエネルギー性
能の公表
・ビルオーナー・テナントの
エネルギー消費原単位
・ベンチマークに対する
乖離度

など

省エネに関する

情報公開の提言

① コミッショニングの社会的
認知・育成
・オーナー啓発
・CA （Commissioning Authority,
性能検証責任者）の育成
・実行管理ツールの整備
・新築ビル、既築ビルのコミッショ
ニングに対する助成
② 省エネ努力の不足するビル
に対して、エネルギー管理の
徹底を勧告
・運用段階におけるエネルギー
性能の悪いビルに対し、更なる
エネルギー管理の徹底を勧告

コミッショニングを普及させビルの

省エネ性能を上げるための提言

１. 現状の問題点と解決策

４. コミッショニングを普及させるための提言

３. 省エネに関する情報公開の提言

２. コミッショニングによる省エネ効果

５. コミッショニング実施体制

運用段階の性能

実際の使用
条件の違い
による増分

オーナー・
テナント努力

オーナー要求（OPR）
＝ベンチマーク

エネルギー消費量

企画 設計 施工 運 用引渡

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ニ
ン

グ
の
効
果

標準条件での評価
（PAL・CEC等）

各フェーズにおけるコミッショニングの実施

補正 運用条件での評価
（E-SUM、LCEM等）

社会的目標

ベンチマーク
との比較

提言① 省エネ強化のための情報収集の仕組みづくり

・大規模ビルの省エネを優先し、エネルギー管理指定工場の取り組みを

強化する

・業務ビルの省エネのため、オーナーとテナントの連携を推進する

・テナント自らの省エネへの取り組みを促進するため、専有部分エネル

ギー消費に関するデータの把握を強化する

・ビルオーナーは、ビル全体のエネルギー原単位を求め、ベンチマークと

比較する。ベンチマークはBAMSなどから求められる標準エネルギー

原単位をもとに設定する

提言② 業務ビルのエネルギー性能の公表

・集められたビルのエネルギー原単位、標準エネルギー原単位等を公表

し、ベンチマークとの乖離を明らかにする
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・大規模ビルの省エネを優先し、エネルギー管理指定工場の取り組みを

強化する

・業務ビルの省エネのため、オーナーとテナントの連携を推進する

・テナント自らの省エネへの取り組みを促進するため、専有部分エネル

ギー消費に関するデータの把握を強化する

・ビルオーナーは、ビル全体のエネルギー原単位を求め、ベンチマークと

比較する。ベンチマークはBAMSなどから求められる標準エネルギー

原単位をもとに設定する

提言② 業務ビルのエネルギー性能の公表

・集められたビルのエネルギー原単位、標準エネルギー原単位等を公表

し、ベンチマークとの乖離を明らかにする

共用部共用部

テナント

テナント

テナント

熱源
M

M空調機 照明ｺﾝｾﾝﾄ

空調機 M 照明ｺﾝｾﾝﾄ

空調機 M 照明ｺﾝｾﾝﾄ

取引メータ

私設メータ

電力
等

M

ビルオーナーによる取り
組み
・熱源エネルギー
・空調機エネルギー
・共用部エネルギー

テナントによる取り組み
・専有部照明コンセント

ビルオーナーとテナント
が連携する体制づくり

効率的運転のためにエネルギー消費量の把握が必要

提言①コミッショニングの社会的認知と育成

1.オーナー啓発：コミッショニング認知度アップ、ビジネスモデルの提示等
2.CAの育成：資格制度の創設
3.実行管理ツールの整備
4.新築ビル・既築ビルのコミッショニングへの動機づけに対する支援策

提言② 省エネ努力の不足するビルに対して、エネルギー管理の

徹底を勧告

・ベンチマークとの乖離の大きいビルに対し、コミッショニングなどによる

更なるエネルギー管理（エネルギー消費･管理に関する実態の把握と

省エネ対策の策定など）の徹底を勧告する

・コミッショニングなどによる性能検証を奨励する

・省エネ改修などに対する助成を行う

提言①コミッショニングの社会的認知と育成

1.オーナー啓発：コミッショニング認知度アップ、ビジネスモデルの提示等
2.CAの育成：資格制度の創設
3.実行管理ツールの整備
4.新築ビル・既築ビルのコミッショニングへの動機づけに対する支援策

提言② 省エネ努力の不足するビルに対して、エネルギー管理の

徹底を勧告

・ベンチマークとの乖離の大きいビルに対し、コミッショニングなどによる

更なるエネルギー管理（エネルギー消費･管理に関する実態の把握と

省エネ対策の策定など）の徹底を勧告する

・コミッショニングなどによる性能検証を奨励する

・省エネ改修などに対する助成を行う
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